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プログラム（予定） 
13：30 開会 

13：35 ＜学習講演＞許せない！！介護保険制度「崩壊」 

～介護保険制度改定の動向と問題点～ 

      花俣ふみ代さん 

（認知症の人と家族の会副理事長、社保審・介護保険部会委員） 

15：00  休憩 

15：10 ＜取り組み交流＞ 

介護利用者・家族、事業者、従事者などからの報告と討論 

16：20 まとめと行動提起 

16：30 閉会 
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1 ～ 7Ｐ 花俣ふみ代さん講演レジュメ 

     8Ｐ 今後の取り組み提起（案） 

9 ～12Ｐ 11.11 介護認知症なんでも無料電話相談の集計結果 

13Ｐ 介護保険制度改善と介護労働者の処遇改善を求める請願署名 

14～15Ｐ 第 8期市町村別介護保険料・第 8期都道府県別保険料 

16～27Ｐ 12.4介護署名提出集会・日下部氏講演「第 9期事業に向けた取り組み」資料 

  

 

 

 

介護保険のいまと未来を考えるつどい実行委員会 

「介護保険のいまと未来」 
を考えるつどい 2023 

 
 

23.1.29 建設プラザかながわ 2F ホール 
+ オンライン視聴 
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今後の取り組み提起（案） 

2023 年 12月 10日  

介護保険のいまと未来を考えるつどい実行委員会 

 介護保険制度がスタートして 23 年、介護サービスの提供はじめ介護の社会化が

謳われていました。しかし、サービスの削減や負担増をすすめる制度見直しが繰り

返されるなかで、サービス利用は抑制され「保険あって介護なし」の事態が広がっ

ています。 

新型コロナウイルスは、人手不足、経営難で疲弊しきっていた介護事業所、介護

従事者を直撃しました。減収によって生じた経営的なダメージは深刻さを増し、

2022年度の介護事業所の倒産件数は、過去最高の 143件にのぼりました。 

そうした事態にあるにもかかわらず、政府は介護保険の負担増と給付削減の検討

をすすめています。利用料 2割・3割負担の対象者拡大、要介護 1、2のサービス削

減、ケアプラン作成への自己負担導入、福祉用具の貸与から購入への変更などです。

利用者と事業者双方に矛盾、困難を押しつけるものです。 

介護保険被保険者の対象拡大、補足給付の見直し、ケアプラン有料化、福祉用具

の貸与から購入への変更、要介護 1と 2の保険外しを見送りとしました（2024年度

からの第 9 期事業計画では実施しない）。私たちの反対運動の広がり、認知症の人

と家族の会、介護に関る諸団体、老人クラブ連合会などが反対の声を上げてきたこ

とが介護保険法の改悪に待ったをかけました。 

しかし、「利用料 2割負担の対象拡大」、「一定所得のある 65歳以上の人の保険料

引き上げ」、「老健施設などの多床室（相部屋）の有料化」は 23年度中に結論を出す

としています。介護大改悪の流れは止まったわけでなく、阻止の取り組みを強化し

ていく必要があります。 

今後、いっそう高齢化が進展していくなかで、お金の心配をすることなく、必要

な介護サービスを必要な時に利用できる制度への転換が求められています。これを

支える介護報酬の大幅な底上げが必要です。利用者や事業者に負担が及ぶ加算方式

ではなく、基本報酬の引き上げです。介護職場で働き続けられるために、全額公費

負担で介護従事者の処遇改善を実施するよう求めていきます。 

 

１．「介護保険制度改善と介護労働者の処遇改善を求める請願署名」を広げましょ

う（最終集約 2024年 4月末）。署名提出の国会議員要請行動への参加をすすめ、

地元国会議員に署名の紹介議員になっていただきましょう。 

 

２．地域の諸団体・個人が連携して、地域での介護保険についての学習会を開催し

ましょう。 

 

３．介護保険制度は各市町村で運営されています。2024年度から 3 年間の第 9期事

業計画がスタートし、保険料が改定されます。保険料やサービス提供の動向な

どについて、自治体との懇談・要請行動にとりくみましょう。 

以 上 
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「2
02

3介
護

認
知

症
な

ん
で

も
無

料
電

話
相

談
」集

約
  
  
  
  
  
20

23
年

11
月

11
日

10
時

～
17

時
　

　
　

　
都

道
府

県
名

（神
奈

川
県

）
.

本 人

家 族

知 人 ・ 友 人

男
女

５
０ 代

６
０ 代

７
０ 代

８
０ 代

９
０ 代 以 上

不 明

新 聞

テ
レ ビ

ラ ジ オ

① 保 険 料

⑤ そ の 他

① ケ ア マ ネ

② ヘ ル パ ｜

④ 施 設

⑦ 総 合 事 業

① 介 護 疲 れ

② 生 活 苦

③ 介 護 方 法

④ そ の 他

② 労 働 条 件

④ そ の 他

① 認 知 症

② コ ロ ナ

1
関

東
1

1
1

1
1

1

娘
関

東
在

住
、

コ
ロ

ナ
後

顔
を

出
せ

て
い

な
い

。
交

通
費

を
か

け
て

ま
で

来
な

く

て
も

良
い

。
週

4回
デ

イ
利

用
。

独
居

、
空

調
使

え
ず

心
配

！
声

を
か

け
て

も
大

丈
夫

と
。

デ
イ

、
ヘ

ル
パ

ー
、

ケ
ア

マ
ネ

な
ど

第
3者

に
体

調
を

聞
く
。

2
横

浜
市

1
1

1
1

1
1

娘
の

夫
が

う
つ

病
、

仕
事

し
て

い
な

い
。

娘
パ

ー
ト

で
経

済
的

に
苦

し
い

。
受

診

し
て

い
る

ク
リ

ニ
ッ

ク
で

は
相

談
で

き
な

い
。

区
役

所
へ

相
談

。

3
甲

府
市

1
1

1
母

、
特

養
に

入
り

た
い

。
要

介
護

３
だ

と
負

担
増

え
る

、
要

介
護

2で
特

養
の

申

し
込

み
を

し
た

い
が

、
何

か
良

い
案

は
あ

る
か

。

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
も

あ
る

こ
と

を
伝

え
る

。

4
栃

木
1

1
1

1
精

神
に

た
い

し
ヘ

ル
パ

ー
の

知
識

浅
い

。
（愚

痴
）

時
間

を
決

め
て

管
理

者
と

話
し

て
下

さ
い

。

5
東

京
1

1
1

1
1

要
介

護
３

の
本

人
が

自
殺

を
す

る
と

家
を

出
て

警
察

に
補

導
さ

れ
る

。
妻

に
身

元
引

き
受

け
を

す
る

と
、

D
V

さ
れ

て
い

る
と

拒
否

さ
れ

る
。

D
V

が
明

る
み

に
な

る

と
、

ケ
ア

マ
ネ

が
逃

げ
出

し
た

。

ケ
ア

マ
ネ

を
交

代
し

た
い

⇒
で

き
る

。
市

の
高

齢
課

に
相

談
を

。

6
東

京
1

1
1

1
1

都
内

で
施

設
ケ

ア
マ

ネ
を

し
て

い
る

。
秋

田
に

母
が

独
居

で
暮

ら
し

て
い

る
。

月
1回

休
み

を
と

り
秋

田
に

帰
省

し
て

い
る

。
年

末
年

始
サ

ー
ビ

ス
が

入
ら

な
い

の

で
帰

省
予

定
だ

っ
た

が
、

上
司

が
皆

平
等

と
休

み
を

も
ら

え
な

い
。

昨
年

ま
で

の
上

司
は

認
め

て
く
れ

た
。

無
償

で
も

休
み

を
と

り
た

い
。

介
護

休
暇

を
申

請
。

同
僚

が
出

勤
し

て
く
れ

る
こ

と
を

伝
え

る
。

7
東

京
1

1
1

1
1

母
と

同
居

し
て

い
た

が
、

介
護

者
が

体
調

を
崩

し
老

健
入

院
中

。
食

事
取

れ
な

い
状

況
と

な
り

救
急

車
を

呼
ん

で
ほ

し
い

と
い

っ
た

が
、

呼
べ

な
い

と
い

わ
れ

た
が

何
故

か
。

家
族

の
車

で
病

院
に

行
き

脱
水

で
1週

間
入

院
に

な
っ

た
。

老
健

で
は

点
滴

で
き

な
い

と
言

わ
れ

た
り

、
医

療
費

は
10

割
負

担
と

言
わ

れ
た

り
、

医
療

と
介

護
保

険
が

併
用

で
き

な
い

の
は

？

老
健

は
施

設
の

医
師

が
健

康
管

理
を

す
る

こ
と

も
あ

り
、

医

療
・介

護
の

併
用

は
認

め
ら

れ
て

い
な

い
。

他
病

院
へ

受
診

し
た

場
合

、
老

健
が

10
割

支
払

う
仕

組
み

に
な

っ
て

い

る
。

そ
の

た
め

高
価

薬
な

ど
対

応
で

き
な

い
も

の
も

あ
る

。
本

来
他

病
院

受
診

の
際

は
施

設
の

医
師

の
判

断
で

調
整

の
う

え
受

診
に

な
る

が
、

今
回

は
こ

れ
が

な
か

っ
た

た
め

の
こ

と
を

思
わ

れ
る

。

8
横

浜
市

1
1

1
1

離
れ

て
要

支
援

の
母

が
暮

ら
し

て
い

る
。

夏
の

脱
水

で
要

介
護

１
に

。
ト

イ
レ

い
け

ず
地

域
ケ

ア
病

棟
入

院
中

。
そ

の
後

、
夜

間
脱

衣
、

放
尿

な
ど

、
介

護
見

直

し
い

つ
し

た
ら

良
い

か
？

家
に

帰
っ

た
ら

ど
の

よ
う

な
サ

ー
ビ

ス
が

あ
る

の
か

？
家

以
外

に
ど

の
よ

う
な

も
の

が
あ

る
の

か
？

介
護

更
新

は
今

か
ら

し
て

も
良

い
。

施
設

の
種

類
を

説
明

。
病

院
の

ワ
ー

カ
ー

や
退

院
調

整
看

護
師

と
の

相
談

を
勧

め

た
。

9
横

浜
市

1
1

1
1

1

4年
前

認
知

症
に

な
る

と
言

わ
れ

た
。

昼
夜

逆
転

、
暴

言
な

ど
近

所
に

迷
惑

か

け
た

。
娘

が
心

配
し

て
近

所
に

越
し

て
き

た
が

、
将

来
施

設
に

行
く
か

ら
と

思
い

家
を

相
談

せ
ず

に
売

却
し

賃
貸

暮
ら

し
。

娘
も

精
神

的
に

弱
っ

て
し

ま
い

孫
に

も

影
響

あ
り

、
子

ど
も

た
ち

と
の

関
係

が
修

復
で

き
な

い
。

今
後

後
見

人
を

申
立

て
た

い
と

思
う

が
、

夫
は

反
対

し
て

い
る

。
現

在
う

つ
病

で
ク

リ
ニ

ッ
ク

通
院

中
。

子

ど
も

た
ち

に
は

安
心

に
過

ご
し

て
ほ

し
い

が
、

ど
う

し
た

ら
良

い
か

わ
か

ら
な

い
。

夫
と

の
関

係
も

悪
い

。
子

ど
も

自
分

に
会

う
の

を
嫌

が
っ

て
い

る
様

子
。

以
前

地
域

包
括

に
相

談
に

行
っ

た
が

、
職

員
と

関
係

築
け

ず
。

メ
ン

タ
ル

ク
リ

ニ
ッ

ク
の

医
師

以
外

の
専

門
職

に
相

談
す

る
こ

と
を

勧
め

る
。

1
0

横
浜

市
1

1
1

1
1

1
1

1
1

母
96

歳
、

認
知

症
。

ヘ
ル

パ
ー

を
ど

ろ
ぼ

う
扱

い
す

る
。

認
知

症
進

ん
で

い
る

。
私

は
統

合
失

調
症

重
度

で
、

脊
椎

管
狭

窄
症

も
あ

り
、

母
の

介
護

が
で

き
な

い
。

弟
は

暴
力

振
る

い
、

警
察

沙
汰

に
な

っ
て

い
る

。
私

は
16

年
間

弟
に

殴
ら

れ
て

い
た

、
30

年
勤

続
の

公
務

員
で

退
職

金
あ

る
は

ず
だ

が
、

母
か

ら
お

金
を

と
る

。
無

理
や

り
母

に
遺

言
状

な
ど

を
書

か
せ

て
い

て
心

配
。

ケ
ア

マ
ネ

、
弁

護
士

に
相

談
す

る
こ

と
を

提
案

し
た

。

N
o
.

市
区

町
村

名

相
談

者
性

別
年

代
別

 知
っ

た
理

由
⑴

制
度

内
容

(2
)

サ
ー

ビ
ス

内
容

(3
)

家
族

問
題

(5
)関

連
性

(6
)

そ の 他

相
　

談
　

内
　

容
助

　
言

　
内

　
容

(4
)

労
働
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「
2
0
2
3
介

護
認

知
症

な
ん

で
も

無
料

電
話

相
談

」
集

約
  
  
  
  
  
2
0
2
3
年

1
1
月

1
1
日

1
0
時

～
1
7
時

　
　

　
　

都
道

府
県

名
（
神

奈
川

県
）

本 人

家 族

知 人 ・ 友 人

男
女

５
０

代

６
０

代

７
０

代

８
０

代

９
０

代 以 上

不 明

新 聞

テ
レ ビ

ラ ジ オ

① 保 険 料

⑤ そ の 他

① ケ ア マ ネ

② ヘ ル パ ｜

④ 施 設

⑦ 総 合 事 業

① 介 護 疲 れ

② 生 活 苦

③ 介 護 方 法

④ そ の 他

② 労 働 条 件

④ そ の 他

① 認 知 症

② コ ロ ナ

1
1

東
京

都
1

1

母
、

要
介

護
５

，
自

宅
で

み
て

い
る

。
私

は
正

社
員

だ
っ

た
が

離
職

し
た

。
母

の

利
用

料
は

限
度

額
を

超
え

て
い

る
。

訪
問

介
護

を
利

用
し

て
い

る
が

、
い

っ
ぱ

い

で
利

用
で

き
な

い
時

も
あ

り
、

自
費

で
ダ

ス
キ

ン
に

来
て

も
ら

っ
て

い
る

。

訪
問

介
護

は
複

数
社

の
利

用
が

可
能

で
あ

る
こ

と
を

伝
え

る
。

1
2

関
東

1
1

1
1

東
北

地
方

に
母

と
妹

が
住

ん
で

い
る

。
荷

物
を

送
っ

て
も

連
絡

と
れ

な
い

。
妹

と

も
連

絡
と

れ
な

い
。

毎
月

1
0
万

仕
送

り
し

て
い

る
、

母
は

ま
だ

介
護

保
険

と
っ

て

い
な

い
。

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
相

談
を

。
民

生
員

か
ら

情
報

を
得

て
い

る
の

で
相

談
し

て
み

る
よ

う
伝

え
る

。

1
3

山
梨

1
1

1
1

1
1

1
社

会
に

対
す

る
不

満
。

何
を

や
っ

て
も

ダ
メ

。
母

と
一

緒
に

く
ら

し
て

い
た

が
、

暴

力
等

を
受

け
た

。
認

知
症

の
症

状
も

あ
り

、
仕

事
を

や
め

て
介

護
中

心
の

仕
事

に
な

っ
た

。
ワ

ク
チ

ン
へ

の
不

信
感

や
介

護
制

度
へ

の
不

満
な

ど
。

相
談

者
本

人
が

メ
ン

タ
ル

の
問

題
が

あ
り

そ
う

だ
っ

た
の

で
、

基
本

的
に

は
傾

聴
に

務
め

た
。

刺
激

し
な

い
よ

う
に

。

1
4

東
京

1
1

1
1

1
母

親
が

心
臓

の
病

気
で

入
院

。
ほ

と
ん

ど
寝

た
き

り
で

、
頭

は
し

っ
か

り
し

て
い

る
。

妄
想

の
症

状
も

あ
り

、
医

師
に

も
相

談
。

お
風

呂
も

い
や

が
り

、
ト

イ
レ

も
苦

愛
情

深
く
育

て
ら

れ
、

ご
本

人
も

親
御

さ
ん

を
大

事
に

し
て

介
護

さ
れ

て
い

ま
し

た
。

具
体

的
な

ケ
ア

の
ご

相
談

が
あ

1
5

群
馬

1
1

1
1

８
２

才
の

夫
が

痴
呆

・
妄

想
症

。
１

０
年

前
の

「
不

倫
」
の

疑
い

、
今

も
繰

り
返

す
。

村
の

福
祉

の
人

も
「
M

R
I」

を
と

っ
た

方
が

い
い

と
い

う
。

「
辛

い
」
お

前
は

う
ち

の

も
の

で
は

な
い

な
ど

を
言

う
。

息
子

は
近

所
に

「
親

父
が

お
か

し
く
な

っ
て

い
る

と

話
そ

う
か

」
言

っ
て

く
れ

て
い

る
。

８
２

才
の

夫
の

状
況

を
周

囲
に

理
解

し
て

い
も

ら
う

よ
う

に
、

勧
め

た
。

つ
な

が
り

の
強

い
地

域
で

あ
る

こ
と

も
鑑

み
て

。

1
6

横
浜

市
1

1
1

1
1

入
院

・
入

院
先

の
相

談
。

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

の
妻

が
入

院
中

長
い

こ
と

療
養

で
き

る
病

院
は

遠
い

と
こ

ろ
に

あ
る

。
パ

ソ
コ

ン
も

使
え

な
い

の
で

、
入

院
先

を
検

索

す
る

こ
と

も
で

き
な

い
。

夫
婦

の
縁

も
き

れ
そ

う
く
ら

い
状

況
で

あ
る

。

長
期

療
養

型
病

院
は

数
が

少
な

い
こ

と
を

説
明

。
有

料
老

人
ホ

ー
ム

（
医

療
型

）
、

一
月

３
０

万
以

上
も

検
討

で
き

そ
う

な
方

だ
っ

た
の

で
、

病
院

の
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

経
由

で

紹
介

セ
ン

タ
ー

を
案

内
し

て
も

ら
う

よ
う

ア
ド

バ
イ

ス
し

た
。

1
7

横
浜

市
1

1
1

1
1

1

７
６

才
の

息
子

が
、

９
７

歳
の

母
を

介
護

。
母

は
、

身
体

障
害

者
１

級
で

、
介

護

保
険

は
「
４

」
の

判
定

。
ヘ

ル
パ

ー
が

週
３

回
、

入
浴

サ
ー

ビ
ス

１
回

、
リ

ハ
ビ

リ
１

回
。

訪
問

診
療

も
月

１
回

。
相

談
も

心
臓

の
O

P
E
を

し
て

い
る

の
で

、
病

状
も

よ
く

な
い

。
民

生
委

員
か

ら
「
介

護
申

請
」
を

勧
め

ら
れ

た
。

半
年

前
か

ら
食

欲
が

な

く
「
エ

ン
シ

ュ
ア

」
を

朝
夕

、
ま

た
、

台
所

仕
事

を
や

っ
た

こ
と

が
な

い
の

で
、

食
事

に
苦

労
し

て
い

る
。

あ
っ

た
か

い
も

の
を

食
べ

さ
せ

た
い

が
、

自
転

車
で

転
び

買

い
物

に
も

い
け

な
い

。

母
親

の
入

浴
サ

ー
ビ

ス
介

助
を

息
子

さ
ん

が
し

て
い

る
の

で
、

母
親

の
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

増
や

せ
る

か
。

相
談

者
本

人
も

介
護

申
請

で
き

る
こ

と
も

伝
え

る
（
家

事
支

援
等

）
。

新

し
い

ケ
ア

マ
ネ

に
相

談
し

て
み

る
よ

う
に

ア
ド

バ
イ

ス
。

1
8

小
田

原
市

1
1

1
1

1

本
人

は
６

５
才

の
視

覚
障

害
者

、
介

護
認

定
も

う
け

て
い

る
。

母
が

介
護

施
設

に

入
っ

て
い

る
が

、
面

会
で

き
な

い
、

母
は

な
い

て
い

る
状

況
。

市
や

包
括

セ
ン

タ
ー

で
は

、
「
虐

待
」
と

い
う

こ
と

も
い

っ
て

い
た

。
地

域
包

括
セ

ン
タ

ー
へ

の
ケ

ア

マ
ネ

に
対

し
て

不
満

が
あ

り
、

「
お

母
さ

ん
」
と

生
活

し
た

い
。

し
か

し
、

市
や

包
括

セ
ン

タ
ー

は
、

後
見

人
を

勧
め

ら
れ

、
市

か
ら

叔
母

に
後

見
人

な
る

よ
う

に
勧

め

障
害

が
あ

り
（
お

そ
ら

く
知

的
に

も
？

）
自

分
の

言
葉

が
上

手
く
届

か
な

く
て

辛
い

よ
う

で
し

た
。

想
い

を
伝

え
る

こ
と

は

間
違

い
で

は
な

い
の

で
、

市
役

所
に

も
ケ

ア
マ

ネ
に

伝
え

続

け
る

よ
う

に
ア

ド
バ

イ
ス

し
ま

し
た

。

1
9

横
浜

市
1

1
1

1
1

遠
方

に
住

ん
で

い
る

金
銭

管
理

に
つ

い
て

。
札

幌
に

住
む

父
（
９

７
才

）
「
認

知

症
・
介

護
１

」
・
母

８
９

才
「
要

支
援

２
で

父
の

介
護

を
し

て
い

る
」
い

る
。

年
金

総

額
が

、
一

月
2
5
万

円
で

、
後

期
高

齢
者

の
負

担
金

、
介

護
保

険
２

割
負

担
が

あ

る
が

、
薬

代
が

滞
納

し
、

家
賃

も
支

払
え

な
な

い
。

近
く
に

住
ん

で
い

る
妹

が
買

い
物

等
サ

ポ
ー

ト
し

て
い

る
が

、
妹

は
生

保
受

給
者

。
親

の
年

金
を

使
い

混
ん

で
い

る
模

様
。

社
協

に
相

談
し

た
ら

、
成

年
後

見
制

度
を

利
用

を
勧

め
ら

れ
た

。

妹
が

両
親

の
経

済
管

理
が

で
き

な
い

。
ど

こ
に

相
談

し
た

ら
い

い
か

？

２
割

負
担

だ
け

で
、

年
金

が
高

額
だ

と
は

限
ら

な
い

。
ギ

リ

ギ
リ

で
生

活
し

て
い

る
可

能
性

あ
る

こ
と

を
説

明
。

地
域

包

括
セ

ン
タ

ー
に

相
談

そ
介

入
も

相
談

し
た

ら
ど

う
か

と
伝

え

る
。

経
済

情
報

の
正

確
な

情
報

を
掴

む
必

要
が

る
。

札
幌

と

遠
方

の
た

め
、

ま
ず

、
T
E
L
し

て
相

談
し

、
必

要
が

あ
れ

ば

帰
省

し
よ

う
と

考
え

て
い

る
よ

う
で

あ
る

。

2
0

川
崎

市
1

1
1

1

ご
意

見
を

伺
い

た
い

。
母

の
介

護
を

あ
た

っ
て

い
る

。
大

変
だ

が
満

足
し

て
も

ら
っ

て
い

る
。

母
と

数
年

ま
え

か
ら

同
居

。
友

人
か

ら
介

護
す

る
人

が
大

変
だ

か

ら
と

優
し

い
声

掛
け

も
あ

り
。

妹
夫

妻
と

う
ま

く
行

っ
て

い
な

く
、

特
に

妹
の

夫
は

、

や
め

て
ほ

し
い

の
に

母
の

デ
ィ

サ
ー

ビ
ス

先
に

会
い

に
行

っ
て

し
ま

う
。

介
護

す

る
人

の
精

神
的

な
安

定
が

大
事

な
の

に
乱

さ
れ

る
。

妹
の

夫
に

母
に

会
う

こ
と

を
辞

め
さ

せ
た

い
し

、
私

の
気

持
ち

を
分

か
っ

て
ほ

し
い

。

母
が

嫌
が

っ
て

い
な

い
ら

、
娘

婿
と

の
交

流
を

や
め

さ
せ

る

は
難

し
い

か
も

し
れ

な
い

。
母

が
相

談
者

に
介

護
し

て
も

ら

い
た

い
と

は
っ

き
り

意
思

表
示

し
て

い
る

と
い

う
う

こ
と

は
、

介
護

も
適

切
だ

と
い

う
こ

と
そ

こ
を

評
価

す
る

と
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

2
1

東
京

？
山

梨
？

1
1

1
1

1
1

介
護

の
不

平
・
不

満
。

７
４

才
の

母
を

介
護

し
て

い
る

が
、

社
会

的
に

何
も

役
に

た
っ

て
い

な
し

、
ど

こ
を

目
指

し
て

い
け

ば
い

い
の

か
出

口
の

見
え

な
い

介
護

。

風
呂

に
も

入
っ

て
く
れ

な
い

で
困

っ
て

い
る

。
以

前
利

用
し

て
い

た
介

護
保

険
の

サ
ー

ビ
ス

は
こ

り
ご

り
。

電
話

を
７

０
代

の
母

と
変

わ
り

、
「
私

は
何

も
問

題
な

い
。

息
子

が
仕

事
し

な
い

で
困

っ
て

い
る

。
」
と

い
う

。
※

息
子

か
ら

の
電

話
は

非

風
呂

嫌
い

、
歯

磨
き

し
な

い
な

ど
で

困
っ

て
い

る
よ

う
だ

が
、

自
身

の
見

出
し

な
み

を
気

に
し

な
く
な

っ
て

い
る

の
は

、
認

知
機

能
が

低
下

し
て

い
る

可
能

性
あ

り
と

伝
え

る
。

ご
家

族

だ
け

で
は

息
が

つ
ま

る
と

思
う

の
で

、
S
O

S
を

出
せ

る
人

を

作
っ

た
方

が
良

い
と

説
明

。
介

護
保

険
、

医
療

に
対

し
て

不

2
2

川
越

市
1

1
1

1
1

母
（
要

介
護

３
、

週
２

回
の

デ
ィ

サ
ー

ビ
ス

、
認

知
症

）
、

父
（
介

護
１

、
週

１
回

の

デ
ィ

サ
ー

ビ
ス

、
腰

を
痛

め
入

院
後

し
、

ト
イ

レ
介

助
が

必
要

）
。

両
親

を
介

護
し

て
い

る
が

、
仕

事
が

で
き

な
い

な
い

の
で

収
入

が
な

い
。

年
金

保
険

料
も

免
除

し
て

い
る

。
８

年
前

か
ら

心
療

内
科

、
更

年
期

で
治

療
。

別
々

に
暮

ら
し

て
い

た

こ
れ

か
ら

も
介

護
が

益
々

必
要

と
な

り
、

離
れ

な
く
な

る
可

能
性

も
あ

る
。

別
世

帯
と

し
て

通
い

で
介

護
す

る
形

だ
と

、

生
保

が
受

け
ら

れ
る

が
、

現
在

は
ど

う
し

て
も

同
一

世
帯

と

み
な

さ
れ

て
し

ま
す

。
（
既

に
本

人
も

し
て

い
る

）
パ

ー
ト

な

N
o
.

市
区

町
村

名

相
談

者
性

別
年

代
別

 知
っ

た
理

由
⑴

制
度

内
容

(2
)

サ
ー

ビ
ス

内
容

(3
)

家
族

問
題

(5
)関

連
性

(6
)

そ の 他

相
　

談
　

内
　

容
助

　
言

　
内

　
容

(4
)

労
働



11 

 

 
「2

02
3介

護
認

知
症

な
ん

で
も

無
料

電
話

相
談

」集
約

  
  
  
  
  
20

23
年

11
月

11
日

10
時

～
17

時
　

　
　

　
都

道
府

県
名

（神
奈

川
県

）

本 人
家 族

知 人 ・ 友 人

男
女

５
０ 代

６
０ 代

７
０ 代

８
０ 代

９
０ 代 以 上

不 明
新 聞

テ
レ ビ

ラ ジ オ

① 保 険 料

⑤ そ の 他

① ケ ア マ ネ

② ヘ ル パ ｜

④ 施 設

⑦ 総 合 事 業

① 介 護 疲 れ

② 生 活 苦

③ 介 護 方 法

④ そ の 他

② 労 働 条 件

④ そ の 他

① 認 知 症

② コ ロ ナ

2
3

日
野

市
1

1
1

1
1

統
合

失
調

症
の

娘
の

将
来

を
ど

う
考

え
た

ら
い

い
か

？
１

８
歳

か
ら

統
合

失
調

症
の

娘
を

介
護

し
て

い
る

。
現

在
は

５
４

才
。

妄
想

も
あ

り
、

就
労

で
き

ず
、

現
在

は
失

業
保

険
を

受
け

て
い

る
。

現
在

夫
が

定
年

退
職

し
、

い
て

く
れ

る
の

で
少

し
楽

に
な

っ
た

。
自

分
が

介
護

が
必

要
に

な
っ

た
時

の
不

安
。

足
も

悪
く
な

っ
て

き

娘
さ

ん
の

病
気

に
の

支
援

、
介

護
を

し
て

き
た

こ
を

労
う

。
親

な
き

後
の

娘
の

こ
と

を
心

配
す

る
の

は
当

然
。

介
護

だ
け

で
は

な
く
障

害
に

つ
い

て
も

社
会

に
頼

っ
て

も
良

い
と

お
伝

え
す

る
。

2
4

群
馬

1
1

1
1

1
1

一
緒

に
住

ん
で

い
る

、
弟

（５
８

才
）が

体
が

動
か

な
く
な

り
病

院
に

連
れ

て
行

っ
た

ら
、

介
護

保
険

を
勧

め
ら

れ
た

。
糖

尿
病

、
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

を
罹

患
。

20
22

年
に

は
左

大
腿

骨
転

子
部

骨
折

で
3カ

月
入

院
。

20
23

年
の

夏
か

ら
施

設
か

ら
自

分
の

自
宅

で
引

き
と

っ
た

。
介

護
３

と
認

定
さ

れ
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

、
デ

ィ

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
い

る
。

弟
の

収
入

は
ゼ

ロ
で

、
預

金
が

少
し

あ
る

。
障

害

相
談

者
の

方
は

T
E
L越

し
に

泣
い

て
い

た
。

介
護

疲
れ

と
今

後
ど

う
し

て
い

い
か

わ
か

ら
な

い
と

の
こ

と
。

障
害

者
手

帳

等
手

続
き

は
11

/2
0に

病
院

に
相

談
に

行
く
予

定
な

の
で

、
少

し
時

間
が

か
か

る
が

一
つ

一
つ

手
伝

っ
て

も
ら

い
や

っ
て

い
き

ま
し

ょ
う

。
介

護
つ

か
れ

に
つ

い
て

は
、

ケ
ア

マ
ネ

に

2
5

横
浜

市
1

1
1

1

老
老

介
護

で
困

っ
て

い
る

。
妻

（要
支

援
１

、
88

才
、

筋
力

が
落

ち
て

い
る

、
週

一
で

ヘ
ル

パ
ー

が
2H

、
ケ

ア
マ

ネ
も

い
る

）夫
（要

支
援

2，
家

事
を

に
な

っ
て

い
る

。
妻

の
入

浴
が

不
安

定
に

な
っ

て
い

る
）。

息
子

た
ち

も
い

る
が

仕
事

も
し

て

い
る

の
で

別
世

帯
。

緊
急

時
に

は
駆

け
つ

け
て

く
れ

る
が

、
普

段
は

頼
り

づ
ら

い
。

世
間

の
人

は
ど

う
し

て
い

る
の

か
な

と
気

に
な

っ
て

聞
い

て
み

た
い

と
思

い

入
浴

の
方

法
に

つ
い

て
は

ケ
ア

マ
ネ

さ
ん

と
良

く
相

談
し

て

み
る

と
よ

い
。

要
支

援
だ

と
た

く
さ

ん
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

る
こ

と
が

難
し

い
が

。

2
6

沼
田

市
1

1
1

1
1

要
介

護
2の

母
と

二
人

暮
ら

し
。

自
身

も
精

神
疾

患
が

あ
る

。
お

金
も

底
を

つ
い

て
き

て
い

る
。

税
金

未
納

で
差

し
押

さ
え

さ
れ

た
。

役
所

も
あ

ら
ゆ

る
所

に
相

談

し
て

い
る

が
、

た
ら

い
回

し
に

さ
れ

て
い

る
。

県
に

相
談

し
て

、
県

が
市

に
ケ

ア
会

議
を

や
る

よ
う

に
指

導
し

て
も

、
市

は
5年

立
つ

が
や

ら
な

い
。

地
域

包
括

も
ケ

ア

マ
ネ

を
紹

介
す

る
だ

け
で

何
も

し
て

く
な

い
。

生
活

保
護

に
つ

い
え

も
提

案
す

る
も

家
に

土
地

を
持

っ
て

い
る

。
そ

の
土

地
が

過
疎

地
の

た
め

売
る

こ
と

も
で

き
な

い
。

す
で

に
他

県
に

も
あ

ら
ゆ

る
所

に
相

談
さ

れ
て

お
り

、
関

係
者

が
集

ま
っ

て
ケ

ア
会

議
す

る
よ

う
提

案
さ

れ
た

が
一

向
に

進
ま

な
い

。
市

や
包

括
に

訴
え

続
け

て
い

く
し

か
な

い

2
7

横
浜

市
1

1
1

1
1

1

両
親

（父
86

才
・介

護
2・

週
1デ

イ
サ

ー
ビ

ス
、

母
85

才
・介

護
１

・週
２

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

）。
同

居
の

三
男

が
両

親
の

介
護

を
し

て
い

い
る

が
、

近
く
に

住
む

長
男

（精
神

疾
患

が
あ

る
と

思
わ

ら
れ

る
、

無
職

）が
毎

日
や

っ
て

く
る

。
長

男
は

コ

ロ
ナ

の
時

も
全

く
気

に
し

な
い

。
三

男
と

長
男

の
関

係
性

が
悪

い
。

両
親

の
介

護
だ

け
で

も
大

変
な

の
に

長
男

が
何

を
す

る
か

わ
か

ら
な

い
の

で
困

っ
て

い
る

。

精
神

疾
患

な
ど

長
男

へ
の

支
援

を
伝

え
る

が
す

で
に

役
所

に
も

相
談

し
て

お
り

、
本

人
が

支
援

を
受

け
る

意
向

が
な

い
た

め
進

ん
で

い
な

い
。

介
護

保
険

の
利

用
も

特
に

父
は

サ
ー

ビ
ス

利
用

し
た

が
ら

な
い

た
め

、
こ

れ
以

上
す

す
ま

な
い

。
具

体
的

な
解

決
策

は
伝

え
ず

、
傾

聴
し

ケ
ア

マ
ネ

や

入
っ

て
い

る
看

護
師

な
ど

に
話

を
き

い
て

も
ら

い
、

ス
ト

レ
ス

を
た

め
な

い
よ

う
に

伝
え

る
。

2
8

桐
生

市
1

1
1

1
1

有
料

老
人

ホ
ー

ム
に

入
っ

て
い

た
が

（サ
高

住
？

）介
護

認
定

を
う

け
て

い
な

い
せ

い
か

、
嫌

が
ら

せ
を

さ
れ

た
。

介
護

ベ
ッ

ト
を

使
っ

て
い

た
が

、
途

中
で

ベ
ッ

ト

を
取

り
上

げ
ら

れ
た

。
昨

年
4月

の
い

退
所

し
、

10
月

に
役

所
に

相
談

し
た

が
、

そ
れ

っ
き

り
。

施
設

と
契

約
が

ど
う

だ
っ

た
の

か
？

ベ
ッ

ト
は

自
分

で
用

意
し

な
く
て

は
な

ら
な

い
の

か
。

契
約

の
時

は
何

も
説

明
が

な

か
っ

た
。

再
度

役
所

に
相

談
し

、
確

認
す

る
こ

と
を

勧
め

る
。

2
9

川
崎

市
1

1
1

1
1

友
人

が
老

人
ホ

ー
ム

入
っ

て
い

る
が

、
要

介
護

１
に

な
っ

た
ら

、
2万

円
値

上
げ

し
た

。
私

も
同

じ
施

設
に

入
っ

て
い

て
介

護
認

定
は

受
け

て
い

な
い

が
今

後
不

安
。

介
護

保
険

で
の

金
銭

的
な

支
援

は
な

い
の

か
？

今
ま

で
介

護
保

険
を

支

払
っ

て
き

た
の

に
！

！

一
般

的
に

介
護

度
が

上
が

る
と

利
用

料
も

上
が

る
こ

ろ
を

説
明

。
ま

た
、

介
護

保
険

の
利

用
に

よ
っ

て
1～

３
割

の
負

担
で

残
り

は
保

険
で

賄
わ

れ
る

こ
と

を
説

明
す

る
。

施
設

の

利
用

料
に

つ
い

て
は

、
施

設
の

料
金

表
が

あ
る

の
で

、
施

設
に

確
認

す
る

こ
と

を
勧

め
る

。

3
0

品
川

区
1

1
1

1

母
と

二
人

暮
ら

し
の

娘
か

ら
の

相
談

。
自

分
も

持
病

が
あ

る
。

母
が

認
知

で
レ

ン

ジ
で

温
め

過
ぎ

て
火

災
報

知
器

が
な

っ
た

り
、

洗
面

所
の

掃
除

を
し

た
ら

水
び

た
し

に
し

て
し

ま
っ

た
。

そ
う

い
う

う
こ

と
が

あ
る

と
自

分
も

感
情

を
押

さ
え

き
れ

な

く
な

る
。

現
在

何
も

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
さ

れ
て

い
な

い
の

で
、

要
支

援

１
な

の
で

、
地

域
包

括
セ

ン
タ

ー
で

サ
ー

ビ
ス

利
用

の
相

談
を

し
て

み
て

ら
と

伝
え

る
。

東
京

都
の

認
知

症
電

話
相

談
を

案
内

す
る

。

N
o
.

市
区

町
村

名

相
談

者
性

別
年

代
別

 知
っ

た
理

由
⑴

制
度

内
容

(2
)

サ
ー

ビ
ス

内
容

(3
)

家
族

問
題

(5
)関

連
性

(6
)

そ の 他

相
　

談
　

内
　

容
助

　
言

　
内

　
容

(4
)

労
働
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「2

02
3介

護
認

知
症

な
ん

で
も

無
料

電
話

相
談

」集
約

  
  
  
  
  
20

23
年

11
月

11
日

10
時

～
17

時
　

　
　

　
都

道
府

県
名

（神
奈

川
県

）

本 人
家 族

知 人 ・ 友 人

男
女

５
０ 代

６
０ 代

７
０ 代

８
０ 代

９
０ 代 以 上

不 明
新 聞

テ
レ ビ

ラ ジ オ

① 保 険 料

⑤ そ の 他

① ケ ア マ ネ

② ヘ ル パ ｜

④ 施 設

⑦ 総 合 事 業

① 介 護 疲 れ

② 生 活 苦

③ 介 護 方 法

④ そ の 他

② 労 働 条 件

④ そ の 他

① 認 知 症

② コ ロ ナ

3
1

川
崎

市
1

1
1

1

義
母

（8
7才

）脳
梗

塞
。

脳
梗

塞
の

家
族

会
は

な
い

か
？

介
護

の
方

法
な

ど
も

ア
ド

バ
イ

ス
を

受
け

た
い

。
現

在
入

院
中

で
介

護
２

に
区

分
変

更
中

。
川

崎
市

の
た

め
、

地
域

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
支

援
拠

点
の

情
報

を
伝

え
る

。
P
T
・O

T
が

介
護

の
方

法
や

福
祉

器
具

、
住

宅
の

改
修

の
支

援
を

し
て

く
れ

る
の

で
、

相
談

を
し

て
み

る
こ

と
。

3
2

台
東

区
1

1
1

63
才

の
友

人
が

高
次

機
能

障
害

が
あ

り
、

友
人

で
支

援
し

て
い

る
が

、
限

界
に

き
て

い
る

。
代

理
人

の
弁

護
士

が
つ

い
て

い
る

。
以

前
サ

高
住

に
入

っ
た

こ
と

あ
り

。
兄

は
い

る
が

ほ
と

ん
ど

介
入

し
な

い
。

思
い

込
み

が
強

く
、

警
察

沙
汰

に
な

っ
た

こ
と

も
あ

る
。

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
な

ど
も

難
し

い
。

年
齢

的
に

若
い

た
め

、
介

護
施

設
に

入
り

っ
ぱ

な
し

に
な

っ
て

し
ま

う
の

は
本

人
も

不
本

意
。

定
期

的
な

見
守

り
も

あ
る

サ
高

住
が

会
う

の
で

は
。

サ
高

住
が

受
け

入
れ

て
く
れ

る
の

か
心

配
と

話
さ

れ
る

。
有

料
老

人
ホ

ー
ム

の
紹

介
業

者
も

あ
る

の
で

、
相

談
す

れ
ば

本
人

に
合

っ
た

サ
高

住
を

紹
介

し
て

く
れ

る
の

か
も

と
伝

え
た

。

3
3

千
葉

市
1

1
1

1
1

1

デ
ィ

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
に

つ
い

て
。

夫
94

才
で

8年
間

認
知

症
。

認
知

症
は

あ
る

が
、

穏
や

か
。

デ
ィ

サ
ー

ビ
ス

に
行

き
始

め
た

が
、

ず
っ

と
座

っ
て

い
る

の
で

は
？

帰
り

の
階

段
の

5段
ふ

ら
つ

い
た

。
デ

ィ
サ

ー
ビ

ス
に

行
っ

た
方

が
い

い
の

か
？

回
数

を
減

ら
し

た
り

、
場

所
を

変
え

る
こ

と
が

で
き

る
と

伝
え

る
。

集
計

5
2
6

2
1
2

1
8

9
6

7
5

1
1

2
2
1

3
2

4
4

3
3

1
5

2
2

4
1

1
4

1
8

市
区

町
村

名
N

o
.

(2
)

サ
ー

ビ
ス

内
容

⑴
制

度
内

容
 知

っ
た

理
由

年
代

別
性

別
相

談
者

(3
)

家
族

問
題

(5
)関

連
性

(6
)

そ の 他

相
　

談
　

内
　

容
助

　
言

　
内

　
容

(4
)

労
働
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第8期
2021～23

年度

第7期
との差

額

第7期
2018～20

年度

第6期
2015～17

年度
第8期 第7期 第8期 第7期

1 横浜市 6,500 300 6,200 5,990 16 16 2,000 2,000 準備基金を取崩し（影響300円）

2 川崎市 6,315 490 5,825 5,540 16 14 2,000 1,000

3 横須賀市 5,800 300 5,500 5,200 17 17 1,500 1,500

4 平塚市 5,513 236 5,277 4,820 17 14 1,000 1,000 準備基金12億円取崩し（影響434円）

5 鎌倉市 5,500 36 5,464 5,170 16 16 2,500 2,500

6 藤沢市 5,500 800 4,700 4,700 14 12 2,000 1,000

7 小田原市 5,060 0 5,060 5,060 13 13 1,000 1,000 準備基金11億2000万円取崩し

8 茅ヶ崎市 4,980 100 4,880 4,420 11 11 800 800 準備基金10億円取崩し

9 逗子市 5,810 0 5,810 5,710 13 13 1,500 1,500 準備基金1億円取崩し

10 相模原市 6,000 200 5,800 5,375 11 11 1,000 1,000

11 三浦市 5,885 169 5,716 5,716 13 13 700 700

12 秦野市 5,390 0 5,390 5,200 13 13 1,000 1,000

13 厚木市 5,453 68 5,385 4,950 16 16 2,000 2,000

14 大和市 5,835 706 5,129 4,960 16 16 2,500 2,500

15 伊勢原市 5,500 300 5,200 5,450 12 12 1,000 800

16 海老名市 5,180 60 5,120 4,390 12 12 1,000 1,000

17 座間市 5,500 288 5,212 4,930 16 16 1,000 1,000

18 南足柄市 5,075 375 4,700 4,558 11 11 800 800

19 葉山町 4,900 100 4,800 4,800 16 14 2,000 1,500

20 寒川町 5,100 -40 5,140 4,150 10 10 800 800

21 綾瀬市 5,212 354 4,858 3,894 16 16 1,000 1,000

22 大磯町 5,300 -400 5,700 5,500 13 13 800 800 準備基金1億5000万円取崩し

23 二宮町 4,700 250 4,450 4,450 13 10 1,000 400

24 中井町 5,739 356 5,383 4,950 11 11 1,000 1,000

25 大井町 4,800 0 4,800 4,300 10 10 400 400

26 松田町 5,100 0 5,100 4,600 12 12 900 900 準備基金5000万円取崩し

27 山北町 5,580 50 5,530 4,950 12 12 1,000 1,000

28 開成町 5,400 40 5,360 5,150 13 13 800 800

29 箱根町 6,200 300 5,900 5,100 12 12 800 800

30 真鶴町 5,800 100 5,700 5,300 10 10 420 400

31 湯河原町 5,500 800 4,700 4,500 10 10 600 600

32 愛川町 5,400 200 5,200 5,165 13 13 1,500 1,500

33 清川村 5,895 528 5,367 5,232 13 13 1,000 1,000

5,498 214 5,284 4,975 13.2 12.9 1,192 1,091

第８期市町村別介護保険料　
所得限度額（万円）

単純平均

保険料（基準額）月額（円）

自治体名

所得区分段階
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（円） （円） （％）

5,869 6,014 2.5%

北海道 5,617 5,693 1.4%

青森県 6,588 6,672 1.3%

岩手県 5,955 6,033 1.3%

宮城県 5,799 5,939 2.4%

秋田県 6,398 6,487 1.4%

山形県 6,022 6,110 1.5%

福島県 6,061 6,108 0.8%

茨城県 5,339 5,485 2.7%

栃木県 5,496 5,656 2.9%

群馬県 6,078 6,136 1.0%

埼玉県 5,058 5,481 8.4%

千葉県 5,265 5,385 2.3%

東京都 5,911 6,080 2.9%

神奈川県 5,737 6,028 5.1%

新潟県 6,178 6,302 2.0%

富山県 6,028 6,301 4.5%

石川県 6,330 6,349 0.3%

福井県 6,074 6,242 2.8%

山梨県 5,839 5,783 -1.0%

長野県 5,596 5,623 0.5%

岐阜県 5,766 5,931 2.9%

静岡県 5,406 5,681 5.1%

愛知県 5,526 5,732 3.7%

三重県 6,104 6,174 1.1%

滋賀県 5,973 6,127 2.6%

京都府 6,129 6,328 3.2%

大阪府 6,636 6,826 2.9%

兵庫県 5,895 6,001 1.8%

奈良県 5,670 5,851 3.2%

和歌山県 6,538 6,541 0.0%

鳥取県 6,433 6,355 -1.2%

島根県 6,324 6,379 0.9%

岡山県 6,064 6,271 3.4%

広島県 5,961 5,985 0.4%

山口県 5,502 5,446 -1.0%

徳島県 6,285 6,477 3.1%

香川県 6,164 6,204 0.6%

愛媛県 6,365 6,409 0.7%

高知県 5,691 5,814 2.2%

福岡県 5,996 6,078 1.4%

佐賀県 5,961 5,984 0.4%

長崎県 6,258 6,254 -0.1%

熊本県 6,374 6,240 -2.1%

大分県 5,790 5,956 2.9%

宮崎県 5,788 5,955 2.9%

鹿児島県 6,138 6,286 2.4%

沖縄県 6,854 6,826 -0.4%

全国１，５７１保険者

※　端数処理等の関係で、各自治体の公表している額と一致しない場合がある。

第８期計画期間における各都道府県平均保険料基準額

第７期保険料基準額（月額）

（前回公表数値）
第８期保険料基準額（月額） 保険料基準額の伸び率
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    年  月 日  名提出院内集会

 

介護保険料と総合事業

大阪社会保障 進協議会

日下部  

第 期事業計画に
向けた取り組み
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